






























































四句を写している。歌の第五句の「秋者金敷（あきはかなしき） 」は、詩では「秋山寂々として」と翻案され、起句に織り込まれている。歌における、秋 景物に喚起された秋の悲哀感、 「詠み手」の主観的感情に直接的に対応する は、詩における寂寞たる秋山という景色の描写である。歌の結論は詩の前提条件に早変わりしたのである。これが詩の基調をなし、詩の言葉遣いの色合いを統合する。 零零たり」のわび い響 と「数處に聆こゆ」が含む寂寥感もこの基調に統一されている。
このようなひっそりとした山の奥、秋の蕭条たる景色の中に、歌中 詠み手」に対応する人物、擬似的な「私」が



























































































































酒と友情の表現が同じく登場している。ここの心情は、 「遠人」と別れる蘇武の心情と同じなのだ。上秋５７ 詩歌の悲秋を鹿鳴の隠喩に置き換え、昔の交歓を思い、不在の友 を懐かしむ「私」 気持ちの寂 さを表出した。詩後半は鹿鳴の漢文学的イメージが繰り広げられ、歌の内容からはみ出 いった。










万葉集１ ・ 八四・長皇子 　　　　　　　　　　　　　




（４）の歌の前に、 「長皇子と志貴皇子と、佐紀宮にして倶に宴する歌」という題詞があることから、 『詩経』 「小雅・鹿鳴」をふまえて、 鹿が宴に即して詠まれているという説がある
１０
。うなずける説明であるが、 詠まれているのは「鹿鳴」
















古今・秋歌上 二一六 よみ人しらず 　　　　
　（
0）あきはぎをしがらみふせてなく鹿の目には見えずてをとのさやけさ




















５７の歌には、秋と切り離せない関係にある「黄葉」──おそらく 萩の落葉であろう──があり、 うぜん秋 悲哀感の誘因になる。これに対して、詩の方では、 思想が 鹿鳴というモチーフ 漢詩的展開を媒介にして、友無き孤独 によって具体化さ たといえよう。
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二句でおおよそ歌の内容をうつし、それを足場に、 「勝地尋來遊宴處、無朋無酒意猶冷（勝地にて尋ね來る遊宴の處を、朋も無く酒も無くして意なほ冷し） 」 という転結の二句で、 歌意から独立した詩的世界を展開した。この転結の部分は 「秋者金敷（あきはかなしき） 」に対する、詩による具体化であると同時に、 「鳴麋之音（なくしかのこゑ） 」に対する詩の対応でもあろう。
歌における「鳴麋之音（なくしかのこゑ） 」にたいして、詩は漢文学における宴と友情の象徴である鹿鳴をもって対










　　秋閨帳裏挙音啼 　秋閨の帳裏にて音を挙げて啼く　　生前不幸希恩愛 　生前不幸にして恩愛希なり　　願教蕭郎枉馬蹄 　願はくば蕭郎を 馬蹄を枉げさしむひとりぼっちの生活を長く過ごし、さび い思い している女は、秋の閨房の中に声高に泣いている。どこかいい男がいて、私のところにきてくれないのかしらと、心中に願っ のだ という詩である。
ここの問題は、歌における鹿の鳴き声が、詩では女性の泣き声になっていることである。鍵は依然、鳴く鹿に関する























 本稿における『新撰万葉集』の引用は、元禄九年版本（浅見徹監修、乾善彦・谷本玲大編『 『新撰万葉集』諸本と研究』研究叢書３００（和泉書院、２００３・ ９） ）による。ただし、異体字を通用漢字に直しているところがある。
２ 　　
 『新撰万葉集』の歌では、 「金敷」という表記は他にも五例があるが、順番から見れば全部上秋５７の歌より後だから、その例に倣ったと考えられ 。なお、 「金敷」の本意については、 注５の『新撰万葉集 　上巻（二） 』に新間一美による考察がある。
３ 　　
 小尾郊一『中国文学 現 た自然と自然観 （岩波書店、１９６２ ・ １１） 「 「悲秋」の詩
─
その発生と定着」 、渡辺秀夫『平
安朝文学と漢文世界』 （勉誠社、１９９１ ・ １） 「立秋詩歌の周辺」 、川本皓嗣『日本詩歌の伝統─七と五の詩学─』 （岩波書店、１９９１ ・ １１） 「 「悲秋」と「夕の恋」 」を参照。
４ 　　
 小島憲之『古今集以前』 （塙書房、１９７６・ ２） 、一〇五頁および一五四頁。
（）
５ 　　
 新撰万葉集研究会『新撰万葉集注釈 　巻上（二） 』 （和泉書院、２００６・ ２） 、一〇九～一一六頁（新間一美執筆）を参照。
６ 　　
 『目加田誠著作集』第二巻、定本詩経訳注（上） 、 （竜渓書舎、１９８３・ ９） 、三二〇頁。
７ 　　
 小島憲之校注『懐風藻・文華秀麗集・本朝文粋』日本古典文学大系（岩波書店、１９６４ ・ ６） 、一二七頁。
８ 　　




 小島憲之・木下正俊・佐竹昭広校注・訳『万葉集・一』完訳 の古典２ 小学館、１９８９・ ４） 、七十九頁。
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 １９７８・ ７） 、九一頁。
１４　
 津田左右吉『思想・文藝・日本語』第四「おもひだすまゝ」 十五） 「秋の悲しさ」 （岩波書店、１９６１ ・ ６） 。
１５　
 野口元大「新撰万葉集」 『日本古典文学大辞典』第三巻（岩波書店、１９８４ ４）を参照。
１６　
 岡田正之『日本漢文学史』 （共立社書店、１９２９・ ９） 、一二〇─一二一頁。
１７　
 「和歌と漢詩 ・ 詩的世界の出会い
─
『新撰万葉集』をめぐって」 『比較文学研究』６７号（東大比較文学会、 １９９５・ １０） 。
１８　
 拙稿「 『新撰万葉集』における漢詩への一視点─夏の「蝉」をめぐって
―
」 『国語と国文学』８３巻３号（東京大学国語国文
学会、２００６・ ３）では、異な アプローチから同じ主張をしている。
